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〔雪聾軍需上古
うまい衰亡もいう:

岩野肇の 申ゼ連れずタラえら

串精ま竜神鞠両軸租兜離翫郡匿)増摘羅臼

薙彊虹鱒ぞ鎮魚種拒電車摘働きが房雄勤半ず択

ニ胡上古匪巨舛二夢い拙句勧手写ぶれデモ号占ノブ

ぞ銅蜜、君丁年テン砂塙主薙ぎ調整し叫、疲通を蝦し害す。

鎚し貢席〔高めし、三雄、青畳ギしい堕汁)とへ轄にと彊射程ス羅

言∴、、一言

小恋繋そこ専痛言華費車

棄諸姉薗く前轟、厨僻動湖、
埴お薄ま担えて　ふた峯子尋。

軒く篭る薙重め毒せ尊王豊鴨.

輔率療法」で頼摘鞠哩聖堂上空生壁聖革

壷を島搾り篭れ有醤巧や寧鶴胤ニ

静雄翠甜訪れて、欝簿聖に

垂でて縮略す蚤や
車〆て細/ヽノヽ′

†
細く寝所〆・勘こと生辞し童で璃擁鉦略。

ラ砂ガ岩繭姉で薫牽蜜短

へ串匠、葦読す ・指命雨勧貌おちに食宣子王宮。…
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